
羅

録

英
佛
に
於
け

ろ
重
要
食
料
品
の
管
理
〔
二
、完

)

雑

録

英

佛

仁
於

け

る
重

要

食

料

品

の
管

理

(二
、完
}

山

本

、美

越

乃

佛
國
に
於
て
は
咋

一
九

一
入
牢

一
月

「
日
穀
頚
の
供

羅

管
理
に
關
す
る
新
な
る
制
度
の
貴
行
を
見
る
に
至
り

.

し
が
、
該
制
度
は
農
業
及
食
料
大
臣

≦
。
、〇
二
"o
目皿
氏

に
依
り
て
立
案

せ
ら
れ
、

一
九

「
七
年
十

一
日
〃
三
十
日

を
以
て
公
布
せ
ら
れ
な
る
も
の
な
り
、
之
よ
り
先
薄
佛

國
に
於
て
猫
包
の
定
量
支
給
制
度
に
關
し
て
上
院
の
問

　
題
ε
な
り
起
る
際
ボ
ー

レ
ー
氏
は
食
料

の
供
給
状
態
に

付
き
て
精
密
取
る
報
告
を
な
し
、
穀
類
・砂
糖
等

の
如
き

.

重
要
食
料
品
及
農
業
の
脛
瞥
に
鉄
く
可
か
ら
ぎ
る
肥
料

.

の
不
足
を
調
節
せ
ん
と
徹
せ
ば
、
消
費

の
制
限
及
供
給

…
の
管
理
を
必
要

こ
す
べ
き
こ
ご
を
力
説
し
、
且
穀
類
消

費
の
状
態
に
し
て
現
在

の
如
く
な
る
時
は

一
九

一
七
年

十
二
月

一
日
よ
り

一
九

[
八
年
八
月
三
十

一
日

に
至
る

.

迄
に
約
五
百
七
十
三
萬
顧
飴
を
要
す

べ
き
も
、
當
塒
二

第
八
巻

(錦

一
號

一
三
〇
)

、
ゴ
ニ
O

九

一
七
年
十
二
月
初
}
現
存
せ
る
小
変
の
量
は
約
両
七

十
萬
噸
に
過
ぎ
ざ
り
し
を
以
て
残
鯨

の
約
四
百
萬
顧
は

之
を
輸
入

に
仰
が
ざ
る
べ
か
ら
す
、
熱
れ
ご
も
船
腹

の

不
足
の
矯
め
に

一
箇
月
五
十
萬
噸
に
近
き
穀
頚

の
輸
入

は
事
實
上
到
底
不
可
能
居
る
が
故
に
、
結

局
国
民
め
消

費
を
節
約
せ
し
む
る
よ
り
他
に
途
な
き
.こ
ご
を
述

べ
穴

り
、

ボ
耳
レ
ー
氏

の
此

の
説
は
氏

の
前
任
者

北

り

し

ζ
碧
膏
o
ピ
o
=
σq
の
意
見
に
負
ふ
所
天
に
し
て
、
即
ち

「

九

一
七
年
に
於
け

る
佛
國
[の
農
産
物

の
不
作
は
過
去
五

十
年
間

に
殆
ん
ざ
其
の
例
を
見
ぎ
る
所

に
し
て
、
穀
類

・

馬
鈴
薯

・甜
菜
等

の
農
産
切

の
総
額
僅
に
名
徳
七
千
七

百
萬
「
ブ

ツ
セ
川
」
に
.過
ぎ
ぎ
り
し
ょ
り

(
一
九

一
三
年

・

の
和
ぎ
は
實
に
十
二
億
五
千
萬
『
プ
.ソ
セ
ル
」
に
達

し
だ

り
)
、此

の
黙
よ
り
し
て
も
國
氏

の
消
費
を
節
約
せ
し
む

る
の
必
要
頗
る
大
な
り
し
な
り
Q

此

の
如
く
し
て

】
九

一
八
年

一
月

一
日
實
施
の
穀
類

の
供
給
管
理
に
聞
す
る
新
制
度

の
目
的

ご
ず
る
所

は

一
佛
国
産

の
穀
類
は

生
産
者
の
家
族

の
食
料
・種
子
及

(
家
吾
の
飼
糧
と
し
て

一
定
量
を
控
除
し
π
る
他
は
凡

て
政
府
に
於
て
之
を
徴
獲
す

べ
き
こ
ご
。



「響

縣
曝
野「建
碑
繋

魚
掛
で
時
却
限
飯
製
糖

　

者

。
穀
物
商
又
は
特
別
の
委
員
を
し
て
私
人
的

の
契

約

に
依
り
て
買
牧
せ
し
む
る
方
法
を
採

用

す

る

こ

一

嘘
。

…
任

}
切
の
製
粉
場
は
之
を
政
府

の
管
理

の
下
に
置
き
製

粉
者
に
は
減
債
を
以
て
政
府

の
購
入
せ
る
穀
類
を
費

渡
す
べ
き
こ
と
o

ラ四
谷
地
方
官
鷹
を
し
て
麪
包

の
贋
椿
を
定
め
し
む
る
基

礎

ζ
し
て
製
、粉

の
償
格
を
統

「
す
痘
こ
ε
。

伍
陸
路
.水
路
及
鐵
道
に

依

る
穀
類
の
輸
送
を
凡
て
政

府

の
管
理
の
下
に
置
く
こ
ご
。

伏
地
方
官
鷹
の
調
査
基

き
八
口
及
職
業
に
患
じ
て
各

地
方
に
分
配
す
べ
き
穀
　類
の
敷
岳
{を
定
む
み
こ
ご
Q

等
に
し
て
此

の
主
旨
に
基
き
政
府

の
穀
類

の
買
上
又
は

}

萱
渡
殿
格

の
標
準
を
左

の
如
く
定
む
。

品

目

-

蕎 大 黒・玉 小

濁英

奕 奕 嬰イ黍 妻　 ら 　(
(

同 同 同 局=百

付基上 上 上 上
キ瓦

.

買
上
慣
絡

五

十

法

四
十
二
法

四
+
二
法

国
+
二
法

四
+
二
法

費

、破
価
格

四

+

三

法
・
O

Q

四

+

三
法

・O

Q

四

†

「
法

・五
.Q

三

†
入
法

・六

Q

三

†
四
法

・四

〇

雑
俳
F
於
け
る
重
要
食
料
品
の
管
理
(
二
・完
)

・
、、
翼

.隷

同̂

上
)

四
+
羨

、
旱

二
法
.三
9
.
.

サ

　
ゴ

沙

穀
(同

上
)

三
十
五
法

二
十
七
法
・王
○

躍

'
亘
(同

上
)

四
十
五
法

三
十
八
法
・三
Q

以
上
は
何
れ
も
其

の
産
地

に
於
け

る
標
準
的
品
質

の

も
の
に
甥
す
る
贋
格
に
し
て
、
買
費

の
差
額
は
政
府
自
.

ら
之
を
負
推
す
。

獅
包
の
製
造
に
は
小
変
粉

ξ
他

の
代
用
穀
粉

(玉
蜀

黍
.黒
変
.大
婆
、
蕎
萎
・
雑
穀

・沙
穀
・
童
豆
等
の
粉
末
)

と
を
混
合
す
惹
を
要
レ
、
其

の
混
合

の
割
合
は
各
地
方

長
官
之
を
定
む
、
而
し
て

「
九

「
八
年

}
丹

一
日
以
後

是
等

の
混
合
粉
末

の
製
粉
所
に
於
け
る
便
幣
は
百
基
琵

に
付
き
五
十

}
法

と
定
む
、
小
屡
粉

の
小
費
鞍
業
は
麪

包
製
造
人
に
限
り
之
を
許
可
す
る
も
.
其

の
販
貸
量
に

は

「
定
の
制
限
を
附
し
即
ち

「
人
に
付
き

一
週
五
十
琵

以
上
を
費
渡
す
こ
ご
を
許
さ
室
、
又
各
地
方
長
官
は
生

産
者
が

自
家
用
穀
類
を

粉
末

ε
な
ず

製
粉
所
を

監
督

し
、
麪
包
製
造
人
は
斯
か
る
自
家
用
穀
類
を
貯
残
せ
る

生
産
者
に
謝
し
て
は
窮
包
を
供
給
す

べ
か
ら
ざ
惹
こ
ご

を
定
む
。

窮
包
の
定
量
支
給
制
度
侭
佛
國
に
於
て
は
久
し
↑
研

第
八
巻

(第
一
號

=
二
【
)
.
=
一二

＼

噛



雑

録

英
佛
に
於
け
る
重
要
食
料
品
の
管
理

(
二
、完

}

究
討
議
せ
ら
れ
し
が
、
終

に
昨

一
九

一
八
年
十
月
以
後

…
其

の
實
行
を
見
る
に
至
れ
り
馬
之
よ
り
先
き
既
に

一
九

一
七
年
三
月
農
業
及
食
料
大
臣
は
猫
包
の
浪
費
を
防
止

す
る
目
的
を
以
て
切
符
引
換

へ
の
制
度
を
設
く

べ
き
こ

ε
を
定
め
だ
る
も
、
こ
は
其

の
實
敷
を
牧
む
う
に
至
ら

.

す
し
て
廃
棄
せ
ら
れ
、
次
で
同
年
十

一
月
公
布

の
前
掲

ボ
ー
レ
ト
氏

の
穀
類
の
供
給
僧官
一理
冷
・中
に
も
麪
包

の
定

量
支
給
方
法
を
規
定
し
、
年
齢
及
肚
御
酌

の
事
情
を
参

酌

し
て

一
人

一
日
二
百
琵
乃
至
六
百
琵
を
限
度
こ
し
て

支
給
す

べ
き
こ
ε
を
定
め
た
る
も
、
是
亦
即
時
貴
行
の
噛

蓮

ぴ
に
至
ら
す
し
て
止

み
起
り
、
然

る
に

一
九

一
八
年

一
月
穀
類

の
分
配
に
關
ず
る
國
際
會
議
開
催
後
傷
国
政
.

府
は
愈
々
麪
包
の
定
量
支
給
制
度
を
實
行
ず

る
こ
尤
に

…
決
定
し
だ
る
も
、
…従
来
の
計
豊
に
多
少
愛
宙
釣
を
加

へ
即

.

ち
年
齢
又
は
祉
曾
的
事
情

の
如
何
を
問
は
す
し
て

「
人

…
に
付
き

一
日
三
百
瓦
う
支
給
す
る
こ
電

、
し
同

一
月
二

…
十
九
日
初
め
て
巴
里
及
其
の
周
園
二
十
五
基
米
の
郊
外

.

地

に
之
を
實
施
し
、
漸
次
人
口
二
萬
人
以
上

の
都
市
に

及
.ぼ
す
こ
ε

、
な
し
な
り
。

該
制
度
の
實
施
前
進
佛
國
に
於
け
る
狢
包

の
償
縮
は

辮
八
巻

(第

「
號

一
三
二
)

=
二
二

戦

前

に
於

け

る
ご
殆
ん

ご
大
差

な
か
り

し
は
、
全
く

一

九

一
四
年
九

月
外

殻

の
購
入
及

分
配
を
掌

ら
し
む

る
目

的
を

以

て
設

置
し
起

る
食
料
供

給
委
員

の
努

力

に
因

る

も

の
に
し
て
、
例

(.
ぱ
該
委
員

は

一
九

一
五

年
五
月
以

降
同
十

二
月
に
至

る
迄

に

]
般
消
費
者

に
費

渡

す

べ
き

償
幣

よ
り
も
遙

に
高
償

を
以

て
約
六
十
三
萬

五
千
噸

の

小
変

を
外

国
よ

り
購

入
し
、
其

の
差
額

及
運

逡
費
等

は

政
府

自
ら
之
を
負
撰
す

る
こ
ご

に
依

り
て
成

る
べ
く

低

廉
・に
穀
類

の
供
」給

を
計

る
の
途

争
.講

じ
、
梵
ハ
の
結

果
英

国

に
於
て
は

一
塊

(四

封
度

)
の
蛎

包

の
傾
格
十
片

(約

四
十
競

)
に
上

り
し
時

に
於

て
す
ら

、
.佛

國

に
て
は
僅

に
八
十

五
「
サ

ソ
チ
ー

.ム
」
(約
三

十
二
鍍

)
な

る
こ

ご
を

得

起
り
。

然

る
に
其

の
後
陣

…
九

　
八
年

二
月
十

二
日

に
至
り

麪
包

の
製

造
及
販
責

に
關
し

て
も
更

に

一
定

の
制

限
を

付

し
、
即

ち
常
用
食
麪

包

(
..鵠
ゴ

げ
浄

㌔

.、零
ぎ

P

の。
も
。
-.
を
含

み
〕巻
劉

包
或

は

.、需
捧

℃
巴
蔑
、
及

長
春

釧

包
以
外

の
鶸

色

の
製
造

販
萱

を
禁
止
し

、
且
其

の
製

造

に
關

し
て
も

原
料

・形

状
及
重
量

等
に
付

き
て

詳
細

な
る
制
限
的

の
規

定
を

設
け
、
其

の
他

蜂
蜜

・
砂
糖
・
生

噛



τ
威
午
前
九
壁

り
土

建

午
後
二
塁

よ
り
壽

裟

撹
料
渡
ぜ
頑
糠
.　塁

ぜ
㎡
瑠

..

玉

リ
ー

。
ビ

ス
ケ

ッ
ト
等

の
製
造

販

費
を
も

之
を
禁
止

.

し
起

り
、
特

に
生

乳
・
煉
乳

・乳
脂

及
牛
酪

の
消
費

に
關

～し
て
は
嚴
重
な

る
監
督

を
爲
し
、
族
館

・料

理
店

・飲
食

店

・賄
所

・酒
保

・喫
茶
店

ご
難

ざ
も
、
濫

り
に
之
を
使
用

一
す

る
こ
ε
を
許

さ
ホ
'、

叉
且
慨
寺
の
公
開

の
飲
食
所

に
於

牢
迄

は

一
切
固
形
膿

の
食
物

を
供

す

る
こ
ご
を
禁
ず
。

佛
.國

に
於

て
一初
め
て
定
見里
支

給
制
度

を
皆
心行

し
な

る

は
砂

糖

に
し
て
、
前
掲

猫
包

の
定
量

制
度

の
費
施
前

に

在

り
て
は
差

し
唯

一
の
制

限
品

穴
り

し
な
り
、
而

し
て

之

が
支

給
量
は
一二
食
共

に
自
宅

に
於

て
駕

す
者

に
謝
し

.

て
は

一
箇

月

一
封
度

牢
、
二
食
者

に
謝

し

て
は
山
封

度
、

…一
食
者

に
封
ル

て
は
孚

封
度

こ
定
め
、

一
人

に
付

き

一

箇
年
十

八
封
度

を
超

ゆ

る
こ
ご
を
得

チ
ご
す
、
此

の
如

…
く

一
方

に
於

て
は
消

費
を
制

限

す
る

ご
共

に
、
他

方

に

一
於

て
は
其

の
償
啓

を
公

定
し
て
統

一
を
保

た
し

め
ん
こ

一
冠
に
努

む
、
昨

一
九

一
八
年

四
月

十
一
.一口
以
後

の
砂
糖一

一.

の
公

定
部
費
贋
格
は
左

の
如

し
。

雑

録

英
佛
に
於
け
る
壁
要
食
料
品
の
管
理
(二
、完
〕

.

口
.一樹
.
、・
.ド.ビ
・』類

:

r

精

製

粗

糖

精

製

粉

末

糖

塔

糖

粒
状

叉

は
結

晶
糖

特

製

結

晶

糖

、
百
基
颯
の
侃
董

相
愛
税
寿
含

む
著

露
イ
び
、

】
七

六
法

王

Q
I

一
七

八
法

七
五
.

.
】
七
六
法

王
〇

:

・:

:

:
:

・
:

一
七

三
法

Q
O

一

一
七
四

法
王

Q

一
⊥ハ
O
法

0

0

一

一
占ハ
三
法

O
O

一
⊥八
三
龍仏
○

○

:

・・
:

…

:

肉
類
に
黝
し
て
ば
佛
國
は
比
較
的
豊
冨
に
し
て

「
九

一
七
年
に
至
る
迄
は
他

の
食
料
品
の
普
通

の
騰
貴
牽
以

上
に
騰
貴

す
る
こ
ご
な
か
リ

レ
が
、
同
年
春
以
來
軍
隊

に
封
ず
る
供
給
の
増
加
ご
共
に
次
第

に
急
激
な
る
騰
貴

の
趨
勢

を
示
し
起

る
を
以
て
、
五
月
十
五
日
よ
り
十
月

十
五
日
に
至

る
迄
毎
週
火
曜
日
を
魚
肉
日
ε
定
め

】
切

の
肉
類

の
販
費
を
禁
止

し
、
咋

「
九

一
八
年
四
月
以
後

.

は
更
に
魚
肉
日
の
藪
を
毎
週
三
回
(
水
・
本
・金
)
ご
な
し

當
日
は
料
理
店
其

の
他

「
切
の
飲
食
所

に
於
て
肉
類
を

供
す

る
こ
ご
を
酸
察
し
た
り
、
次
で
翌
五
月
十
三
日
以

後
は
毎
週
月
曜
日
午
後
十

一
特
よ
り
水
曜
日
午
前

六
時

迄
は
屠
畜
場

を
も
之
を
閉
鎖
す
る
こ
ご
、
な
せ
駐
、
但
・

し
馬
肉

の
み
は
例
外
こ
し
て
特
定
の
市
場

に
限
り
其

の

販
賞
を
許
可
せ
ら
る
、
毎
週
無
肉
日

の
前
日
即
ち
火
曜

日
に
購
入
し
得

る
肉
量
は

一
人
に
付

き
二
百
瓦
以
内
ε

第

八
巻

(
第

一
號

=

一=
二
)

=

二
.三

F

層



雑

録

一
揆

の
観
念…

…
定

む
、
此

の
如
く
肉
類
に
關
し
て
も
亦
徐
々
に
共

の
消

費

を
制
限
ず
る
の
止
む
な
き
に
至
り
π
り
泣
錐
ご
も
、

穀

類
の
供
給
管
理
の
如
く
に
未
だ
周
到
な
る
管
理
方
法

.

を
講
ず
る
に
至
ら
す
。

一
以
上
は
休
職
前
に
於
け
る
英

・
佛
両
国
の
重
要
食
料

品

の
管
理
に
關
す
る
施
設
の
梗
概
な
る
も
、
此

の
現
象
」

臓

休
戦
後
ご
雌
こ
も
急
激
な
ゐ
攣
化
を
受

く
る
が
如
き

…
こ
叢

匁

べ̀
し
、
今
や
食
料
品

の
償
格

の
騰
貴
は
世

界
的

の
共

通
現
象

ご
し
て
各
民
兵

に
之

が
調
節

に
苦
.恥

.

し

つ

、
あ

る
所

な
り
ε
錐

ご
も
、
季
時

に
於

て
は
固

よ

一
り
幾
多

の
異
論
を
挟

み
得

べ
き
鯨
地
あ
る
も
、
現
含

.

如
き
非
常
特
別

の
場
合
に
際
し
て
は
叉
非
常
特
別
の
手

段

を
講
ず

る
の
必
要
あ

る
べ
き
は
明
か
に
し
て
、
換
言

ぜ

民
国
家
自
ら
重
要
食
料
品
の
供
.給
を
管
理
し
、
其
の

治

安

の
監
督
及
慣
格

の
調
節

に
關
し
て
積
極
的

の
方
策

一
を
樹

つ
る
の
他
途
な
し
、
経
済
肚
曾

の
諸
種
の
現
象
に

…
封
ず
る
無
干
渉
主
義

の
如
き
は
季
時
常
態

の
場
合
に
於

一
て
初
め
て
之
を
唱
導
し
得

べ
き
も
、
現
今
の
如

き
非
常

一
特
別

の
場
合
に
際

し
て
省
ほ
無
干
渉
主
義
を
標
榜

し
、

乗

の
自
然
的
傾
向
に
委
ね
ん
手

る
が
如
き
は
結
局
爲

第
八
巻

(第
一
號

=
二
四
)

一
三
四

政

者

の
無
能

を
告
白

す

る
に
他

な
ら
ざ
る
な
り
。

.

♂


